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川嶋 誉大　Yoshihiro Kawashima　『無題』　画用紙・クレパス、W395×H546mm、2024 年制作

発行日　2026年9月29日（火）

発行者　特定非営利活動法人
　　　　障碍者芸術推進研究機構
　　　　天才アート KYOTO
発行所　〒603-8226
　　　　京都市北区紫野西舟岡町2番地
　　　　ふれあい共生館「きたアトリエ」
　　　　info@tensai-art.kyoto
　　　　http://tensai-art.kyoto

編集協力　株式会社 三六六

会　報
No .４４

天才アートとは、障碍
のある人やひきこもり
の人などの多くがもっ
ている優れた感性と表

現力、そこから湧き出る独創的なアート
作品に対して、NPO 法人 障碍者芸術
推進研究機構（天才アート KYOTO）
が独自にネーミングしたものです。当
機構は天才アートを推進し、その啓発・
普及活動を積極的に行っています。
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ま
で
13
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し
て
き
た
天
才
ア
ー

ト
展
の
作
品
の
一
部
を
展
示
し
、
そ
の
歩
み
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

利
生
堂
を
会
場
に
作
品
を
展
示
す
る
の
は
'24
年

の
第
２
回
展
に
続
き
２
度
目
。
鷲
峰
山
高
台
寺 

利

生
堂
に
広
が
る
歴
史
あ
る
空
間
と
、
自
由
で
独
創

的
な
ア
ー
ト
が
響
き
合
う
、
こ
の
期
間
だ
け
の
特

別
な
展
示
は
、
堂
内
の
大
涅
槃
図
と
親
和
し
、
好

評
を
博
し
ま
し
た
。
高
台
寺
に
は
市
民
は
も
ち
ろ

ん
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
海
外
の

皆
さ
ま
に
も
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
活
動
を

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

報　　告

展 覧 会
２
０
２
６
年
９
月
21
日
（
月
祝
）
か
ら
９
月
30

日
（
水
）
ま
で
、
鷲
峰
山 
高
台
寺
「
利
生
堂
」
を

会
場
に
「
天
才
ア
ー
トSelection

展 

」
を
開
催

し
ま
し
た
。
同
展
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
を
契
機

と
し
て
２
０
２
３
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
日
本
国
際

芸
術
祭
の
第
４
回
展
示
の
一
環
で
、　
（
一
社
）
夢

洲
新
産
業
・
都
市
創
造
機
構
の
主
催
に
よ
り
、
当

機
構
が
企
画
主
宰
し
た
も
の
で
す
。

本
展
で
は
、
本
年
11
月
21
日
（
土
）
か
ら
開
催

す
る
第
14
回
「
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
２
６ O

pen 
Studios

」
に
先
が
け
、
７
人
の
作
家
に
よ
る
作

品
を
特
別
に
紹
介
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ

高
台
寺
利
生
堂
に
て

第
４
回
日
本
国
際
芸
術
祭

天
才
ア
ー
トSelection

展
開
催 

会
期　
26
年
9
月
21
日（
月
祝
）
～
９
月
30
日
（
水
）

時
間　
９
時
30
分
～
16
時
30
分

　
　
　
※
初
日
は
14
時
か
ら
、
最
終
日
は
15
時
ま
で

会
場　
鷲
峰
山 

高
台
寺
「
利
生
堂
」（
京
都
市
東

山
区
高
台
寺
下
河
原
町
５
２
６
）

※
入
場
無
料

主
催　
（
一
社
）
夢
洲
新
産
業
・
都
市
創
造
機
構

特
別
協
力　

鷲
峰
山 

高
台
寺

企
画
主
宰　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

　
　
　
（
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
）

「天才アートSelection展」のチラシ

会場の鷲峰山高台寺 利生堂 利生堂内に建てた4本の三角柱に7人の作品を展示
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第
10
回「
公
共
空
間
に
ア
ー
ト

の
彩
り
！
展
」を
開
催

今
年
で
第
10
回
を
迎
え
た
「
公
共
空
間
に
ア
ー

ト
の
彩
り
！
展
」。
同
展
は
、
京
都
市
や
阪
急
電

鉄
な
ど
の
連
携
と
京
都
オ
ム
ロ
ン
地
域
協
力
金
の

助
成
に
よ
っ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
無
機
質
な
壁

面
に
囲
ま
れ
、
殺
風
景
に
な
り
が
ち
な
地
下
道
な

ど
の
公
共
空
間
に
、
当
機
構
作
品
デ
ー
タ
で
作
成

し
た
Ｂ
１
サ
イ
ズ
の
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、

「
ア
ー
ト
の
彩
り
」
で
明
る
く
活
力
の
あ
る
空
間

を
創
り
出
す
取
り
組
み
で
す
。
今
回
は
、
50
枚
の

ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
と
挨
拶
パ
ネ
ル
２
枚
の
合
計
52

枚
の
パ
ネ
ル
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

会
期　
'26
年
12
月
10
日（
木
）～
'27
年
２
月
４
日（
木
）

会
場　
四
条
通
地
下
道
（
下
京
区
麩
屋
町
通
付
近

～
富
小
路
通
付
近
の
間
）

主
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

　
　
　
（
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
）

協
力　
京
都
市
歩
く
ま
ち
京
都
推
進
室
・

阪
急
電
鉄(

株)

助
成　
（
公
財
）
京
都
オ
ム
ロ
ン
地
域
協
力
基
金

予　　告

展 覧 会

昨年開催した第9回の展示風景

天
才
ア
ー
ト
展
２
０
２
６ O

pen Studios

と

青
空
美
術
館 

in 

船
岡
山
公
園
を
同
時
開
催 

青空美術館 in 船岡山公園青空美術館 in 船岡山公園青空美術館 in 船岡山公園青空美術館 in 船岡山公園青空美術館 in 船岡山公園青空美術館 in 船岡山公園青空美術館 in 船岡山公園

写真はイメージです

写真は天才アート展2023 です 2026

11.21(sat)--12.6(sun)
11:00a.m.--5:00p.m.　入場無料
※天才アート展2026は11月24日（火）・12月1日（火）は休館、青空美術館は24時間鑑賞可能

建勲神社

佛教大学
紫野高校

京都ライト
　ハウス●

千本北大路 北大路通

千
本
通

天才アート KYOTO
きたアトリエ

船岡山公園

N

22002266  OOppeenn  SSttuuddiiooss第第
1144
回回 22002266  OOppeenn  SSttuuddiiooss第第
1144
回回 22002266  OOppeenn  SSttuuddiiooss第第
1144
回回 2026 Open Studios第
14
回

青空美術館 in 船岡山公園
会　場　船岡山公園 入口～広場（京都市北区紫野北舟岡町）
主　催　NPO法人 障碍者芸術推進研究機構（天才アートKYOTO）
特別協賛　　　　　　　　株式会社ＳＣＲＥＥＮホールディングス
協　力　京都市 建設局 土木管理部 北部土木みどり事務所

●お問い合わせ（天才アート KYOTO）
E-MAIL：info@tensai-art.kyoto
URL：http://tensai-art.kyoto/

きたアトリエ・船岡山公園へのアクセス
地下鉄北大路駅から市バス1・25・
M1・北 8・204・205・206・102

「千本北大路」バス停下車
阪急四条大宮駅から市バス 6・46・
206「ライトハウス前」バス停下車
※駐車場はありません。
　公共交通機関をご利用
　ください。

天才アート展 2026 Open Studios
会　場　天才アートKYOTO きたアトリエ
　　　　  （京都市北区紫野西舟岡町2番地）
主　催　NPO法人 障碍者芸術推進研究機構（天才アートKYOTO）
共　催　京都市・京都市教育委員会
特別協賛　　　　　　　　株式会社ＳＣＲＥＥＮホールディングス
助　成　
協　賛　洛和会ヘルスケアシステム
連携企画　　　　第 4 回日本国際芸術祭

会期中、
作家による
ライブ制作

開催

アトリエの制作空間で、アートを愉しむ

自然空間の下で、24時間アートに浸る

同 時 開 催

「
第
14
回
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
２
６
」
は
、
ア

ト
リ
エ
を
解
放
す
るO

pen Studio

形
式
で
開

催
し
、
作
家
の
制
作
の
様
子
な
ど
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
期
間
に
き
た
ア
ト
リ
エ
近

く
の
船
岡
山
公
園
に
ア
ー
ト
パ
ネ
ル
を
展
示
す
る

「
青
空
美
術
館 

in 

船
岡
山
公
園
」
も
実
施
し
ま
す
。

公
園
で
の
展
示
と
同
時
開
催
は
初
め
て
の
試
み
で
、

室
内
と
屋
外
の
両
面
で
ア
ー
ト
を
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。

●
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
２
６ O

pen Studios

「
天
才
ア
ー
ト
展
」
は
、
第
１
回
「
天
才
ア
ー

ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
展
２
０
１
２
」
を
皮
切
り
に
、

２
０
１
９
年
を
除
い
て
毎
年
開
催
し
、
本
年
、
14

回
を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
「
き
た
ア
ト
リ
エ
」
を

会
場
にO

pen Studios

形
式
で
開
催
し
ま
す
。

会
期　

2026 11.21(sat)--12.6(sun)

　
　
　

11:00a.m
.--5:00p.m

.

　
　
　
※
11
月
24
日（
火
）・
12
月
１
日（
火
）は
休
館

　
　
　
入
場
無
料

会
場　
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
き
た
ア
ト
リ
エ

　
　
　
（
京
都
市
北
区
紫
野
西
舟
岡
町
２
番
地
）

主
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

　
　
　
（
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
）

共
催　
京
都
市
・
京
都
市
教
育
委
員
会

特
別
協
賛　
（
株
）Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

助
成　
一
般
財
団
法
人
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ａ
財
団

協
賛　
洛
和
会
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

連
携
企
画　
第
４
回
日
本
国
際
芸
術
祭

●
青
空
美
術
館 

in 

船
岡
山
公
園

青
空
美
術
館
は
、
当
機
構
の
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
耐
候
性
の
あ
る
大
型
パ
ネ
ル

を
製
作
し
、
建
設
工
事
や
解
体
工
事
現
場
の
囲
い

塀
に
展
示
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
２
０
１
３
年

に
ス
タ
ー
ト
。
現
在
ま
で
市
内
な
ど
20
カ
所
の
工

事
現
場
な
ど
に
ア
ー
ト
の
彩
り
を
添
え
、
周
囲
に

和
み
と
華
や
ぎ
を
与
え
る
と
と
も
に
、
不
特
定
多

数
の
方
々
に
作
品
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
従
来
の
工
事
現
場
囲
い
塀
と
は
異
な

り
、
船
岡
山
公
園
の
緑
豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
、

ア
ー
ト
パ
ネ
ル
を
活
用
し
た
「
青
空
美
術
館
」
と

な
り
ま
す
。
個
性
的
で
色
彩
豊
か
な
作
品
を
24
時

間
、
こ
こ
ろ
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期
：2026 11.21(sat)--12.6(sun)

　
　
　
※
24
時
間
鑑
賞
可
能　
入
場
無
料

会
場　
船
岡
山
公
園 

入
り
口
〜
広
場 

　
　
　
（
京
都
市
北
区
紫
野
北
舟
岡
町
）

主
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

　
　
　
（
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
）

共
催　
京
都
市
・
京
都
市
教
育
委
員
会

特
別
協
賛　
（
株
）Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
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TENSA I
ART
NOTE

天 才
アート
ノート

ゲシュタルト
崩壊フラグ

富田 晃生

富田 晃生  Akio Tomita  1989年生
富田はテレビ CM などの膨大な「映像」で見た企業ロゴタイプを元に、厚紙をハサミで切っ
て形を作り、台紙に透明テープで巻きつけて固定し、コーティングして制作しています。
作品は、透明テープの硬質な質感によって「ロゴ」を映し出す「ディスプレイ」となり、並外
れた映像記憶能力を有する彼の「外部記憶装置」へも変貌します。作品の前に立った観客は、
個人の記憶を超えて、「日本の30年のCMの歴史」を共有するのです。
制作に用いる厚紙素材は、決して市販の画材ではなく、家庭で用済みとなったあらゆる商品
のパッケージ箱を分解して使用します。そのため、富田作品には「個人の消費の歴史」といっ
た側面も有することになります。

『commercial』　2026年制作

『commercial』　2024年制作

『Gesyu Chan_s Inner Religious Paintings』　2025年制作
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ゲシュタルト崩壊フラグ
Gestalt collapse flag　2000 年生
作者は、14 歳の頃から「ゲシュタルト崩壊フラグ」

（注）と自ら称しています。その作品にはどことなく
ユーモラスさがありますが、（しばしば残酷で猟奇的
な目にあう）少女や生物が背景に侵食され、その名
の通りいつ足元から「世界そのものが崩壊してもお
かしくない」危うさや不穏さがあります。

（注）「ゲシュタルト崩壊」（認知情報処理過程によっ
て発生する知覚における現象）＋「フラグ」（伏線や
予測、定型パターンといったネット上にしばしば登場
するストーリー展開の用語）から

知原 諒汰　Ryota Chihara　1999年生
知原には、紙に丁寧にレタリングしたかのように描かれた数字のドローイングシリーズ
があります。ただの数字の羅列のこともあれば、実在のラジオ局の周波数であったりと、
彼にしか分からない特定の意味を持つこともあります。ほかに、絵の具で不定形な模様
をさまざまな色で紙に描く作品もあります。
近年さまざまなモチーフ（キャラクターと数字と色彩）が融合されたかのようなシリー
ズの制作が始まりました。知原作品を前にした時、世界が謎の数字と多様な色彩で溢
れていることを教えてくれます。

『Gesyu Chan and the Embodiment of Love』　2025年制作

知原 諒汰

『無題』　紙・ペン・色鉛筆、H257×W369mm、2024年制作作『無題』　紙・ペン・色鉛筆、H257×W369mm、2024年制作

『無題』　紙・ペン・色鉛筆、H258×W369mm、2024年制作
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●
発
病
と
未
来
の
夢

弟
の
病
（
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
）
を
告
げ
ら
れ

た
の
は
、
私
が
10
歳
の
と
き
で
し
た
。
幼
い
な
が

ら
も
「
い
ず
れ
歩
け
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
」

「
命
の
時
間
に
限
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

い
う
現
実
だ
け
は
理
解
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
当
時
の
弟
は
、
未
来
に
向
か
っ
て

ま
っ
す
ぐ
で
し
た
。
警
察
官
に
な
り
た
い
と
言
い
、

レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
警
察
車
両
を
作
っ
た
り
、
ト
ミ

カ
で
事
件
現
場
を
再
現
し
た
り
、
夢
中
に
な
っ
て

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
延
長
で
、
パ
ト
カ
ー
や

SW
AT

が
事
件
現
場
に
集
ま
る
様
子
を
絵
に
描
い

て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
ら
く
が
き
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
人

の
動
き
や
表
情
、
車
の
配
置
に
独
特
の
躍
動
感
が

あ
り
、
私
は
そ
の
絵
に
「
弟
ら
し
い
生
命
力
」
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

●
病
気
と
進
路
の
狭
間

高
校
生
に
な
る
頃
、
私
は
教
師
を
目
指
し
な
が

ら
ア
ル
バ
イ
ト
で
家
計
を
支
え
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
私
や
母
を
思
っ
て
か
、
弟
は
「
経
済
学
部
に

進
ん
で
起
業
し
、
家
計
を
支
え
た
い
」
と
言
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
は
優
し
さ
か
ら
出
た
も
の
だ
と
分

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
こ
か
無
理
を
し
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。
弟
は
昔
か
ら
絵
を
描
い

た
り
、
何
か
を
作
っ
た
り
す
る
時
間
が
い
ち
ば
ん

楽
し
そ
う
で
、
そ
こ
に
自
然
な
才
能
が
あ
る
と
感

じ
て
い
た
か
ら
で
す
。
私
自
身
も
芸
術
の
道
に
憧

れ
た
時
期
が
あ
っ
た
の
で
、「
私
の
分
ま
で
、
好

き
な
こ
と
を
し
て
生
き
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い

も
あ
り
ま
し
た
。

●
大
学
進
学
で
開
花
し
た
才
能

あ
る
日
、
私
は
弟
に
こ
う
伝
え
ま
し
た
。

「
私
が
教
師
に
な
っ
て
家
計
は
支
え
る
か
ら
、

優
也
は
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
し
て
生
き
た
方
が

い
い
と
思
う
よ
」

そ
の
言
葉
が
弟
の
背
中
を
押
し
た
の
か
、
彼
は

進
路
を
大
き
く
変
え
る
決
心
を
し
ま
し
た
。
画
塾

に
通
い
な
が
ら
京
都
精
華
大
学
デ
ザ
イ
ン
学
部
を

目
指
し
、
１
年
浪
人
し
て
努
力
を
重
ね
、
大
学
院

ま
で
進
学
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
独
自
の
色
彩
感
覚

を
活
か
し
た
デ
ザ
イ
ン
法
を
見
出
し
、
今
の
創
作

ス
タ
イ
ル
へ
と
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

●
制
作
こ
そ
が
生
き
が
い

病
の
進
行
と
と
も
に
身
体
の
自
由
は
少
し
ず
つ

奪
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
制
作
だ
け
は
手
放
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
指
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
く
な
っ
て

も
、
時
間
を
か
け
て
作
品
を
仕
上
げ
て
い
く
姿
に

は
、
か
つ
て
レ
ゴ
や
ト
ミ
カ
で
世
界
を
作
り
上
げ

て
い
た
頃
と
同
じ
集
中
力
と
喜
び
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

今
で
は
、
制
作
す
る
こ
と
そ
の
も
の
が
弟
の
生

き
が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
身
体
の
制
約
が
増
え

創
作
は
未
来
へ
向
か
っ
て

歩
き
続
け
る
た
め
の
大
切
な
営
み

ご家族さま
より寄稿

て
い
く
中
で
も
、
創
作
は
弟
に
と
っ
て
「
自
分
の

世
界
を
自
由
に
創
造
で
き
る
時
間
」
で
あ
り
、「
未

来
へ
向
か
っ
て
歩
き
続
け
る
た
め
の
大
切
な
営

み
」
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

小
路 

妃
香
里

（
川
田
優
也
の
姉
）大学時代に制作した色紙作品　左：「地球ファッションショー開幕」、右：「水蒸気と熱が美しいワルツを奏る」

京都市東山区の「ギャラリー胡々湾」で開催した個展
「KAWATA GRAPHIC展 」（2026年9月16日 〜 19日 ）
のチラシ（上）と個展会場の優也と私（下） 最近の作品「らぶりー」最近の作品「honey bee 18」
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洛
和
会
音
羽
病
院
さ
ま
の

複
製
画
の
入
れ
替
え
を
実
施

洛
和
会
音
羽
病
院
さ
ま
で
は
、
当
機
構
の
活
動

に
賛
同
し
て
い
た
だ
き
、
２
０
１
６
年
か
ら
患
者

さ
ま
や
来
院
さ
れ
る
方
が
気
軽
に
ア
ー
ト
に
触
れ

ら
れ
、
誰
も
が
和
む
明
る
い
空
間
づ
く
り
と
し
て
、

院
内
ロ
ビ
ー
に
複
製
画
の
「
天
才
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
を
設
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
年
１
回
の
作
品
の
入
れ
替
え
を
実

施
し
ま
し
た
。
入
れ
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
作
品

の
選
択
か
ら
搬
入
・
設
営
・
搬
出
ま
で
全
て
当
機

構
の
主
導
で
行
い
、
２
人
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て

滞
り
な
く
全
作
業
を
完
了
し
ま
し
た
。

病
院
を
訪
れ
る
患
者
さ
ま
や
ご
家
族
の
皆
さ
ま

か
ら
は
、
鮮
や
か
な
色
づ
か
い
や
想
像
を
超
え
た

作
品
の
世
界
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く

お
ら
れ
、
ロ
ビ
ー
に
彩
り
を
与
え
て
い
ま
す
。
医

師
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
か
ら
も
好
評
で
、
作
品

の
入
れ
替
え
に
よ
っ
て
ロ
ビ
ー
の
雰
囲
気
が
変
わ

る
様
子
を
実
感
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
京
都
ふ
ぉ
ん
と
展 

in 

東
山
」

を
は
じ
め
、
多
彩
に
展
開

「
京
都
ふ
ぉ
ん
と
」
は
、
障
が
い
の
あ
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
原
画
を
も
と
に
、
タ
カ
ラ
サ
プ
ラ

イ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
が
フ
ォ
ン
ト
や
パ
タ
ー
ン
と
し
て
制
作
し
、

企
業
や
自
治
体
、
個
人
に
商
品
や
広
報・販
促
ツ
ー

ル
な
ど
で
ご
活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
使
用
料
の

一
部
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
還
元
さ
れ
る
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
で
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
（
包

括
的
）
な
共
創
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
天

才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
で
も
複
数
の
作
家
の
作
品

が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
２
０
２
６
年
８
月

３
日
（
月
）
か
ら
28
日
（
金
）
ま
で
東
山
区
総
合

庁
舎 

北
館
１
階
展
示
ホ
ー
ル
に
て
共
創
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
京
都
ふ
ぉ
ん
と
展 

in 

東
山
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
展
示
は
、
東
山
区
役
所
と
の
共
催
に
よ
り

開
催
す
る
「
京
都
ふ
ぉ
ん
と
」
展
の
３
回
目
。
８

月
の
人
権
強
調
月
間
に
合
わ
せ
、
障
が
い
の
あ
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
創
造
性
や
社
会
参
加
へ
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、「
京
都
ふ
ぉ
ん
と
」
の
さ

ら
な
る
認
知
拡
大
と
利
活
用
の
促
進
を
目
的
と
し

作品入れ替えが完了したロビーの「天才アートギャラリー」

「京都ふぉんと」に関するお問い合わせ Tel.075-605-3331 Mail. info-kyotofont@takara-sc.co.jp

東山区総合庁舎 北館1階 展示ホール
〒605-8511京都市東山区清水五丁目130番地の6　※市バス「清水道」下車徒歩すぐ

主催：東山区役所　共催：タカラサプライコミュニケーションズ株式会社
お問合せ先：東山区役所地域力推進室まちづくり担当  電話：075-561-9114

令和8年 8月3日（月）～28日（金）
最終日は午後２時まで入場無料

障がいのあるアーティストが描いた原画をもとに、デザイナーが広く使用しやすい

ようにデザインしたフォントやパターンデータです。このデータを企業や自治体、

個人が商品や広報・販促ツールに使用することで、使用料の一部がアーティスト

に支払われる、サステナブル（持続可能）でインクルーシブ（包括的）な活動です。

「京都ふぉんと」WEBサイト 「京都ふぉんと」Instagram

京
都

ふ
ぉ
ん
と

展
東
山

共
創
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

パ
ネ
ル
展
示
・
活
用
事
例
紹
介

「京都ふぉんと展 in 東山」のチラシ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
内
容
は
、「
京
都
ふ
ぉ
ん
と
」
の
作
品
パ

ネ
ル
や
活
用
事
例
紹
介
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま

す
。
会
場
を
訪
れ
た
市
民
や
観
光
客
の
皆
さ
ん
は
、

多
彩
な
表
現
と
数
々
の
事
例
を
熱
心
に
ご
覧
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
た
び
「
京
都
ふ
ぉ
ん
と
」
の
商
標

登
録
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
地
域・

企
業
・
福
祉
を
つ
な
ぐ
共
創
事
業
と
し
て
さ
ら
に

発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

天才アートKYOTOのパネル展示（写真提供：いずれもタカラサプライコミュニケーションズ株式会社）
京都ふぉんとのHP　https://www.takara-sc.co.jp/kyoto_font/

活用事例：水玉みりさんの作品を
使ったノート

吉
村
建
設
工
業 

大
井
現
場
事
務

所
に
青
空
美
術
館
を
設
置

２
０
２
６
年
７
月
、
吉
村
建
設
工
業
株
式
会
社

さ
ま
の
大
井
現
場
事
務
所
に
青
空
美
術
館
第
20
号

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

同
社
の
大
井
現
場
事
務
所
は
亀
岡
市
大
井
町
に

あ
り
、
京
都
縦
貫
道
の
維
持
・
管
理
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
関
連
業
務
や
、
地
域
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
維

持
管
理
業
務
（
植
栽
作
業
や
草
刈
り
な
ど
）
に
お

い
て
、
前
線
基
地
や
施
工
管
理
の
拠
点
と
し
て
機

能
し
て
い
ま
す
。

従
来
ま
で
大
井
現
場
事
務
所
の
ま
わ
り
は
、
白

い
無
機
質
な
囲
い
塀
で
し
た
が
、
青
空
美
術
館
の

ア
ー
ト
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
周
辺
の
環

境
に
彩
り
と
華
や
か
さ
が
加
わ
り
、
通
行
人
の
皆

さ
ま
の
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

吉村建設工業 大井現場事務所に設置された青空美術館20号の作品パネル
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京
都
の
伝
統
工
芸
に
よ
っ
て

作
品
に
新
た
な
価
値
を
付
加

伝
統
産
業
振
興
事
業
に
取
り
組
む
一
般
社
団
法

人
Ｊ
Ｃ
Ｆ
は
、
伝
統
産
業
が
抱
え
る
課
題
に
多
角

的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
と
伝
統

工
芸
の
関
わ
り
に
も
積
極
的
で
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ

Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
と
も
連
携
し
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
京
都
を
中
心

と
し
た
伝
統
産
業
と
障
が
い
者
ア
ー
ト
（
福
祉
）、

グ
ル
メ
を
融
合
さ
せ
た
地
域
密
着
型
の
イ
ベ
ン
ト

「
京
ふ
ぇ
す
」を
本
年
２
月
か
ら
、東
本
願
寺
前「
お

東
さ
ん
広
場
」
や
京
都
市
役
所
前
広
場
な
ど
で
定

期
的
に
開
催
。
当
機
構
は
青
空
美
術
館
の
作
品
パ

ネ
ル
を
提
供
し
、
来
場
の
お
客
さ
ま
に
鑑
賞
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
機
構
登
録
作
家
の
作
品
を
京
の
伝
統

工
芸
に
い
か
す
取
り
組
み
も
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の

第
一
弾
と
し
て
水
玉
み
り
さ
ん
の
作
品
を
金
彩
職

人
が
ガ
ラ
ス
皿
に
、
三
津
田
一
輝
さ
ん
の
「
力
士

の
絵
」
を
京
焼
清
水
焼
に
展
開
し
た
試
作
品
が
完

吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

川
嶋
は
ク
レ
パ
ス
を
寝
か
せ
て
手
に
持
ち
、
色
画
用
紙
に

擦
り
つ
け
る
こ
と
で
、
オ
ー
ル
・
オ
ー
ヴ
ァ
ー
な
画
面
を
必

ず
紙
の
表
裏
両
面
に
描
き
ま
す
。
彼
は
ク
レ
パ
ス
を
「
擦
り

つ
け
る
」
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
を
楽
し
ん
で
い
る
の
で
す
。

そ
こ
に
生
ま
れ
る
も
の
は
奥
行
き
や
何
か
を
描
い
た
形
も
な

く
、
色
彩
と
痕
跡
が
あ
る
の
み
で
す
。

彼
が
描
く
時
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
身
体
を
全
部
使
い
、
時
に

リ
ズ
ム
を
と
り
な
が
ら
描
い
て
い
き
ま
す
。
無
心
に
楽
し
み
な

が
ら
も
激
し
い
動
き
か
ら
生
ま
れ
た
静
謐
な
画
面
は
、
観
る

人
に
よ
っ
て
多
様
な
印
象
を
抱
か
せ
ま
す
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

〈
編
集
後
記
〉

２
度
目
と
な
る
高
台
寺
利
生
堂
で
の
「
天
才
ア
ー
ト
展
」

で
は
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
も
含
め
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご

来
場
者
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、今
年
度
の「
天
才
ア
ー
ト
展
」は
、
き
た
ア
ト
リ
エ

を
会
場
にO

pen Studio

形
式
に
よ
り
、
初
め
て「
青
空
美

術
館 

in 

船
岡
山
公
園
」
と
同
時
開
催
と
な
り
ま
す
。「
天

才
ア
ー
ト
展
」
で
は
作
品
と
制
作
環
境
の
両
方
が
見
ら
れ
、

ま
た
「
青
空
美
術
館
」
で
は
公
園
と
い
う
場
所
で
の
作
品
パ

ネ
ル
の
鑑
賞
と
、
従
来
と
は
違
っ
た
ア
ー
ト
の
楽
し
み
方
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
と
多
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を

心
か
ら
お
待
ち
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

会報「天才アート」は、株式会社 SCREEN グラフィックソリューションズが提供する
ヒラギノフォントを使用しています。

成
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
京
も
の
認
定
工
芸
士
に

よ
っ
て
一
点
一
点
丁
寧
に
製
作
さ
れ
て
お
り
、
伝

統
的
な
技
術
と
現
代
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
融
合
し
た

魅
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
後
はnem

uro

さ
ん

に
よ
る
京
瓦
の
手
描
き
作
品
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、

出
来
上
が
り
が
楽
し
み
で
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
の
個
性
豊
か
な
感
性
を
伝
統

工
芸
の
分
野
で
も
活
か
し
た
作
品
づ
く
り
を
行
い
、

新
し
い
才
能
の
発
掘
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
新
た

な
展
開
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

川嶋 誉大　Yoshihiro Kawashima
『無題』　画用紙・クレパス、
W395×H546mm、2024 年制作

市役所前広場で開催された「京ふぇす」（上）
「お東さん広場」で開催された「京ふぇす」（下）

試
作
品
の
水
玉
み
り
作
品
の
ガ
ラ
ス
皿
（
上
）
と

三
津
田
一
輝
さ
ん
の
「
力
士
の
絵
」
の
京
焼
清
水
焼
（
下
）


